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の視線f氏支尽 • I手りか‘注みのようにす臥31戸ヲた主主-Ol

慣飽ζ、しか后、、 o鐘是千「し之色芭f桑とめ聞に1民設さ仇た
稲'9..f住臥きがl¥ぞ())f'8- 的だ。鏡o 中にふモこ己防、明三~E 2'ヲ

みをこめる之さα後めたさ l下， この ように干更し時二芝411三菌

モL へ cち関係のう主人臭立{二色来方 ~o か D を均に自己を

ちi専従L 三t と L 之モ，袴畿財不毛J5.理豆岡兼"E~乏すs
hめに1d， 自己復哲三銭の中からキャ三戸内、之にうっしず乞

てしま〉じ人多トに怠¥¥0 とうのぶ5t&-自画f象の中にt・視~ -30 
ことと，をの商~~勺Fd-あり万一一週i得、十ーと、の必然的
];j絡む、つ乏を確認、 lT三種。〉らき "df'á 五日程宿~'~芝れと
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安t'C'ら吋t ぬ主要量三して‘塗 J) こめら札之~¥ ~.， 

サシチヲえの場合

ろ 近眼鏡|事，視線に閣し之，源開1誌に Lか働7ら官、7き1¥。

近l!P-&亀をかけ3-.と¥¥う漁ilFId--.複眼対憶を否定し.ち

漁1=、て>-~つの?百勲一一主主演さあ芸という白梅ーーを向

付11口z~， という ð問 Cろま十に酎Iく支稀東~t:: . <1j d"巧が

っ下と，と亡"3ff'， こ之にいきひと今.淘領!こ関与同 7吾、友

!ロ形芝与之l， -.遣の眼鏡α議羽lポ， ~もす ~o サ〉ケ、ラス〈乃
ヨミ亙1¥1夫、， ごLtl否あき。

寸t>-ザラ之!手， *-'掌レ〉之、、芝聞いてあ、らず，また、迩

mであ~，でき部分か、首包:t\.札て\¥ ò 掃、方、.近眼鏡11'~ 巴

完1¥さ4¥，之、¥d. 0 しずし. こうした蒋主主主主0)栴慨が，どの

l写ょう 7古色誌を付与す 3 結果|二~~司、 l志 ， ToJ-'国主ひさ字毎
的ア号良 E零す 3百三ラ o

今日，寸r')..ヴ、ラスの誤911e fo. cす B良金量~l二 lユ，ふた@.リ内

~~隠芝有d) ~ =t:; ~ 7Jt.'拐さ &-5~ 恩l1J ¥-K.. ~ 。ひ Yこ勺 l寺，向k

黙たきす;??ZLあ光百ミ鏡〉忍あ久いひとつ広，
E いわゆ三票、 メ寸アネ否五~~ø aet)い，尚1苔かち，論e乙およ
つ。

工スキモーワi~弁猟吉永雪原~ ~t5.討7古 3 ときに聞いさ，

雪劫~'~るという E の7f\'、âi ~v 積官7 札に溝~¥スリラト守入
収たものき， ニ4'¥.をメ-rrネ qJうにして殺意o3-こと民

事 2写 dワ， 白い望主力、ら夜知2ぢ3多量の i譲歩ト持委主if'う阪を保察し

つ勺.直茂1害関男子を確保万きことがささ三。人暗い視神
俸の歯応告を力に J耳、限度か:、あろのち.工スキモーと閉じ

ぶう!亡、あ事リ!こ強すき机 ð;と市乏に阻さ叶\Tò/í れ Id~1きらお

い人セーースキーヤ¥主主山君主.Iぞfロット，鴨貝-

30 -ーは. 問著支局務保芝司乏均て，サシ rt、ラスを1陰間三事do
ぐ熔g工め湯色には，火花"Ee-主けさ亀はから，めか、t弘
之さ1手尽く、 てスク Ci!4)1]¥"用いられれば。〉 τJレロイ
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戸， つわラヌ千匂ク1玄ど、α宅子11ffit子万マ識が、、芳i閉ざは¥.S Iミ KG'‘

このようたγ 〉デラス l手 x寸7¥'ネとしての自ち0)1'¥! i'tr.. 

芝，下暫?のでのとした。

しかし，本吏実照的~t;-のさ、あヲ?とす〉ワ、ラス 1守 lミ

の置さ墨τ巴ヤ海漆Tきどで有閑m前五亦、開¥¥ !手じめたこと力、らち
急i2t1毛フ1" ''1 -::ytヨライにの i念をた℃、 ~o

百工照食尽， 1外11~ことを泡旬) ~Lt\之 \)1三の 1て対して，

γシ rrラス IJ:. '1'ま急的きあ ~ø 手た，寸r~ ゲラス尽，レ

〉夫、~素材と ι 之い FJ れから，主形的Tð-白色 ιろおり戸ミT

わめ之丈き l¥ 0 ご臥iら2主の三豆電、性1三.廿〉ケ、ラス0)7 ¥D 

マツ Vヨヤ性ra:-，夜平均~~していち。他方 ::1)..-守ワト

・し〉之、!手，近眼鏡をかけ尽¥¥否芳む、と t¥う段、で、‘強

制;きR見lZ.¥，&花、!寸仁三ぢ守、7吾l¥ 7子、、， 江主詩j[百!"J:I コ〉弓ク

ト・レ〉っと左用い 'd7五ら!ぎ¥裸Ern.に下たきわけ守あヲて，

モm結果.サャ'1‘ラ之をか吋 3自由を筏得す号 D サ〉ゲ、 1す

ラス賂 a たとえかりをめにe.1!: J: ，自能嶺毘もプナち k'5-:a
人閣の被らア3を乞ゐ，¥明附1:1F:，走~l+ヘ:r 1r '6 I(}入方'0，その

?さ。結局のところ，近康生更に常幸エZfdγy'アラ之.コ〉
守ケト，レうス7↑手，般.\えマ~J室、 巧l¥ L. i宝意‘性m才色衣
仁お l' てく巧定きめ有，フ?、y~ヨシト住之の筋びつきにおお

いて)、突通~ろとい Z ものち、 ztf d-0 

こ。ように.サ>'1ラス I~. 7~ "'/ ':y3 シゲヲス八ピ

濯宿高Lレ之内ぐの巴か¥ 二三芝、. ~U{/{)臥!手. のころ段メ

ザネd)vム 7ぜり定ムさ理路してd)¥がゆJ-S-Afa:-ι広い。
黒x.1f、ネの祖翌ほ.II艮苦手にあるヒちミょ50力、って℃雪
つの渇を荒らしまわった砲織と?壱め荒vi}-:t-，斜めにd1ILo
街んだ黒 σ、~帯域ミ 1二|手， 君主 ~I亡〈い~'. (7) 0)跨千でにほ

不怠cろむト院をζ乃陀乙、巨院長J芝月ミゥ E 人匂J3， 黒いヰ行取の
限再さ、立の上~震う Cろポ‘昔 I盈否ぁ、たよち下さ\~今 a 1:

ぐ白い限苓~'， 包帯 ζ方白と尽\ (j'く， 定~ì生め f主題院に聞いずb

ら LY仁・同(;、穐η -rr1灰侵~ ~之?、あろうこと左予想てt t!: ~ð) 

に対し之. こ0)黒色はI ~号 f住宅・呼阿翼手錠の迫力障害モ，
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菖自の時間乏.路禾寸る。票、 ~d!良弔問，主舎に律関、 0ID患芝

乏稜E力、ら;盈寸、ろうといラ?角直向 f沌ミ!詰ぽかリで同7喜く

、む l'3 .間J鎮の不在芝表示しJ:--5と方 3積極的走塁図乏

を芯 Z 之い吾、と宏之 3 ぺ ~1ぜヲう。首/にず，黒、メï1、ネ

ザモ7ア (í~ こ℃ σ) 、記号古車向 7喜夜間七また，三こ!こ~方 3

。主主メ:..，ユ， 自らの字国市生tJ・平 1主き~~と く柄下旦芭に)11'時
|二丁熊ざ恥 s=とを、対 λ関rrf~ のあらゆき点芯，従事と

していちのであ ?;o

言λσI景色 l亡 l亭，預n1芥、環慢されるが、改!こ，縄線f夕、不

¥0 在ち訊リ， モ以 E宗派万三1三めに， 黒メサ7トネ E蓋下明言ぢ3

、モこ¥¥ 5>展開it".たむら以むとこ 3i!"，明視室Cろ探色仁

1&.σ}際問T子生にたどら(}¥~ 0 黒メ 11 キミ l否，眼目~q 、運

動TE慣を主方 3ことをτ珂決にしてし芋ラから， ざ4:;7寺町
仇{ず蔦す 61否 3予定~;> T;三賀紙を不在ヒ寸 τ~ 1) L かも，褐

1ぢ廿乏のモ φI主，モモょっ烹ぢミごT功、てい隠れ一一。した?、.

って， ß円苓ヨL壱 t= ffl~\ 弓咋\..ö 黒×廿、ネ l (f， 自らめ積t白ミモ千セ
琶の賀野がち う肖し~ ~二ヒ 1二与勺て，対yく向元~~自主主性を

ヰ院がちE換して L~めと l\ ヲ I "姑£7東をとっ。ニの
淘線引宇対称L怪1d-， ~るJ.Itふく更が片ち川、きょ〉になゥ

"20下三ミラーゲラスのハーフミちー稿造dヲ中に、最'Cn蚕室芯
帝展基イヒをと町、之¥¥;6、 といえよ)0 

黒 Yη、宇. あ a¥¥ rJその i患い寸シザラスf手ノ1&菌効果

芝込零とす 3 人勺|二時三岡ご了胤~ 0 有名件寵 (/"? ;...に気
づかれず、人中八世ミ?ミ例〉、売立罪きく宇宙て!::~\y\. & l'と

ー苛めト亡工A守費、等々1:f¥¥をう 3あろ。をのため.黒メ

7デネ顎|二!寺， 三時\.~かけ 3ノく物 Id"霧車事(!-1享怠 n. という

~~主的合意が主 ó ，スタマヤ叉!守ベ気取リ仇色物どちが
、 3乞臥を宅用し l否じめ a-o 一方， 寺r-.ヤウずやヰ~~
ちfちと内は J 黒灯ずネ 0 =C;勺育英鵬作用~ -e.最大下良|三利用

ヲo しようとすし湾映(J)警号、い待眼帯q 有していた否、 ~3 う

険部制半期 1さ，瀕薗の刀1家と悶干芽ι. 民芸者に遇去の乱闘行
為左想主主させて I零院左越 Cくr¥t' ~、と\\主にすぎぬだ
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ヲ弓‘ 11'，~\メ1)、、宇の干買 P末ごr 尽， を以ヒ f以之や勺〉号~ 1) 

‘対ノく情5叉0) 1平き11ÆïlqJifJ栗d> ~'")í蔓 1主をと二ヒ人利司し

つくを》と苓き主主庭、q 冷酷j:" 1二，起因~~よ 5 t=実主的札

~o 

以との~ )に芳三J 仇ぽ，事'0)、志}tサ〉ザラスと向除称ごT 弓

胤ち曹を読め保主芝!こ~I ふたつ。毛定機かい結合さ臥之 t' ~こ

とか‘、建負ヰさ以 4こうーをのひとフ 1ふ.サちゲラスのタト丹、

ょう閃八とゃうでえ~ )犬前言しを~乏き)\ d、という契蒋主さあ

っ. いきひとつ Id.-，閃かららトへとのびわ¥<有霊能"E， 1ネ
ぅ包コぢ b， と"う契恭弘之き~ d' ， 二日えら t;l， ¥， -;;.¥ ~ t ， サ).. ¥0 
ゲラスプド，冥象的高るい!事抽象的志週三百風を，重量1かにさ也

ちという，望的存前理系宣否あ宅てヒを末してあ‘~ .か

か d-本質t;j'- ょの同契殺を、サシゲラヌモこよ降、"'~ú ヒ

つのきZ悼の閃八と鮫色的に主主堤t しめて¥¥否のだ。と弓

tKぽ，寸r'.....-'1'ラスを)く γネ室蘭α 芯i1'"(予‘Jfi~畏銭ぁ、&1ヲ

(;コンqワト.1.-ちたと片江主寸3‘一連cホ有性1〆mで、
Ji) 3 が芝，理餌=す3 ことが~，され三u\ち 3 奮は， 1 ¥守、

似をう，うを役。τ蚕穐掬与さたき点之さ，咳通守る， しが~r-:

、サ〉庁、ラスガ、量的Fきま礎E裳援万るの 1こ討して， の之

さ Z苔「エ，年量的~1更ー-(Æ落 lてよる安鳴をす守う炎~レ初
シ宏、芝， をこの本俸と Lて¥， ~ 0')だ.

日段鐘の主 ZEfZ手芯建i足111& ， をのあ、の併のか、所っ主千唆t有

性質I-=-~σ て，場匁1 ~ b~' ミï :çの之、あ á 0 ¥DIA¥..Hフ恥!守，

をのふう浮き図今毛と I~ I ユ".---f:Jつト.L. >之、.m眼鏡
t 寸).-，アラス、の 3ゥめ巷羽1乏えた。これr-a， J...匂を， 官

官複蚕/泣趣意/主ノく、℃連創1した場合仁えらけ¥.r.己防総
之~ði~ o 契|守， こt八いえ併にち， u主同昔、主L穂首、… B 
~、無穐三方バがちょずる人句 ff ， 1.きをする。 二叫lSO)人匂
の肉，一部にl事以下ち邑Eえす~ .0 しが t，寵芝ミdf-¥，弓
てtf:言L¥7三劫、ぁ、よむ、，吾LM.、先限ひと、ぱ.立T褐‘正誇Lと言。

、 併Tろす 3調彦三芯 dJ~ に 2ぢ守、&>.~・ 三二~‘こ\t'\ら{こち怠
1f~三と芝、色IDß L， 受^0"すもう.
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いき予 lりれ的岐に ~/ t¥陀鏡空間に昆す 3七三宅うちの 3貰Cろ・. .・.. ~ . 
狗立民主理1)&争末色、， メ寸1¥'う私的三簡すちち積良 τす門、さをさ、

ヲあろう 17'0 'Z..cろ1責掃、!亡↑手， コ〉可ワト・レ〉交、註官干3色

、す〉ザラ之、司 31買を， 1ラC乃あ、め往還さす:5
0

三汎ら棺匝賓の対主!耳、 ι 力、 ι ~ "F..乙 p 久京足首、ヒ.1t莱術甘す

T寺中鼠貢芝生き十目立寺、に 1ざわ、が 7言1¥0 

ま守 L¥~ゆち複利きす").-，アヲスJ7ì.'，江主限使ヒ寸>-'7'、

10ヲえとの中国におが-:S/でさま二と同， 当然. 万三島 3 甲南付~

甘うワ1ラて之とは，女宅;'1盈リ TこJd..立主宇毘苔c久史的 1二回レ〉

及、芝tfl，¥¥之視軍LLEJ十ζヂ三三、仇橋之、、あろラ o ガペこ
の眼鏡が、， もと&-リ羊r，=百t1Wd蔓三す〉げち乏とを穐民的
に僚会したt の!二厚がた幸ら忘れモ~， irむとの穫tm ，ミ~ゑ

|ヲ!二送車し之し事う q ちあ、 ê ，ために.現今0)需零 ~ì是
半|寺、 γ 〉ザラス芝業¥t.d 1主喪金、ヒ L之内突き勾刀あ5

o 

ノく fを IIIT~謹呈をかけ~~雨時!二Tj'，.--ザラ交をアナ片ミこ

と11-，ちぎら1¥Q 寺古「亡、 こζろ理由に品、て，立主眼鏡E

h 常時すきことき芝居~\ >臥 T三江主預言 ~1予防， η 〉庁、ヲ之芝
装着す3自由から.主制勺1'2奇妙こrlI'¥. ~. 二時ぺ!こ材C?iJ深
とL之は. 1丘眼鏡町工 1三，閉じくメサ、~腎~ l:fl !)扱い7ミ

義色1::::1レロイド椋を肇》住金叶J¥r3-， と t'5笛息1河 Fミザ
あヲ?ミ・ しず l.1蚕食Yミ主サシゲラ之の昔Eミによ司で，江丈

可祖君モち l玉，完全忍報慢をとげ3 三とG:時刀7す ~o
業時，ぁもごめ海の眼鏡芝用l¥ Z l¥ b若の工人志司君、

、し/示、乙/~'帯主験L たことでl あきず ~ Iさ付きサシヴ1ラスを

かliZ. 1) "6携、色， 人/主~をιっすン/アラス 1--;-1手広7ずつ"

て1)3>の?"と葬肱きこと l吾あっ之ち tf~乏の眼鏡尽 J

30γシヴ1ラスに尽フ之川 3bq?"と頴〈こと((}尽n・た， ~ I 

~ ¥ち1"女の質問f否， そを Utごも全くの鳥聞きお 3ラ。た与¢・
1dち， をの日夜金書Eがす〉ワtラス3¥a百3こと IS， -eg南側3
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あるが写 7ヨ。雫瞬、，戸長的軽l¥白レ〉つ在、 lユ. 空きをt}'ラス芝
町 l¥ ~と・博之久ど慢の存 l¥ tl"ラスヒ巴国¥1fi、っさ t二〈く
ちろ o がぐして，魚村きず〉げちスと 1手，一畏純然、た 3

寸r">-ザラ之と夏合もう±とにJζ フて. λが江主宇昆芭たミLこと

を穏蔽し，あ3-¥¥ r手.際日本J=巧d-0 1ミf可ぎ寸;.-.'アラス l手写
このよラ 7き， 江主!if!'室長m破有引生ヘ C為市ミ夜，ぁ、 ef-u¥γ〉
巾ラス ζ乃 7'1"、.>- yヨヤ~宅八向感1ft 1三喜『て， 問項の均間

的↑主置ePfRっさい Zのさ、みa-o

蔭討さす〉巾ラス0rn事項と Lて， モO)fでの石主張にア

マγVヨ〉イ七 lr-眼鏡←ーたと三ロヘずって者場人?三ち 10

11号、手 l亡し之，¥1ミ柄っきす持ち授賞1夕、あふ

を札~ロ，疋眼鏡とコ L 可ワト・レン 7毛、の中間墳が‘本

三こらl}'\~とし"R l? I をこ此t.1苫隔がす .i!Df畏主主とコ '，.t:jワト

，し〉 7毛、とのセヰ主モ三存織す3 素性~df 1J.{f)' <:事=とから.

たz(吾t:'d)之h よ:::>0 与

常用主l-K.d 1立凍食市二 人相〔主役)のノく工台!:J・3てイて的

主ト女形くCAnt¥千:亡io.-tt~tYr\~"tt on) 芝来&)のにお L . コ
三早うト・レ〉たf(L ごq知江α中<3、，糠首長く想、口強者ろ

)ヒ預致=主肌 ðo 奇怪~】ち， をの眼鏡と L て4被告をf手，

穐宅阜ずら全く平急くtu、之円 30 一方，Lft眼鏡q機能l手金nオ zo
臣、しであ 3から， ごめ碕頂広、穂積モ/綜:程表向との対主を;取

性三tτ ~o

=の 2啓三の宮ヰ主芝役作苓 3ゆ閣議問，主主孟(ゐ開会昼、

あきれ倍、圭 12C食盛夏きあろ o 玉得し S~貢ミモ，ヰ議院を
モ軒下三rJ- n照稜~j元フ， あり Z同 1¥rJ耳、のめか、時r(jC乃夫九 写
もくα討委フr時7三ち 1fl、同¥¥ ~ (大存初ニu¥.貝ふか‘LI-黒

徳川め7J'1;:‘胞 p~、，ご。めた与阪鏡でおしま1.=.こ{札は

‘人t'f'"、写真ャ紙惚内/く物像|亡すち蓄とぎ ξ杭すときに単苓

宇陀〈りひとつとし之芭さ官口乏a-. ああめか‘ぬo¥ちあ三。

どの，宿生徒を奪巾 Lrvr~:照まえの清酒盛時，同期に出来事きラ0
の7>'? とσ建勾又tf'、孝二時，ち陪や物在としてO)l!夜銭<!-
!手fd-く. み余命志方三ミモゐ柔走をふちみ‘ふとヲの「
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